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4D-CTA・4D-MRA医療画像に基づく
瘤壁脆弱部位のAI推定と頭部模型の臨床応用

【テーマ名】4D-CTA・4D-MRA医療画像に基づく瘤壁脆弱部位のAI推定と頭部模型の臨床応用
【対象疾患】 脳動脈瘤
【特許情報】 国内出願済み（4件）・PCT出願（2024年までに4件）
【技術の特徴】 研究開発代表者は、4D-CTA・4D-MRA画像データを利用することで、開頭手術無し
に“瘤壁の菲薄部位をAIで推定すること”の技術を有する（図２，３参照）。更に、同技術を活用し、AI
推定情報付与型シリコン瘤を造作出来る。現在、同技術を活用して《脳＋全脳血管＋頭蓋骨＋AI推
定情報付与型シリコン瘤》の合体模型を「安価」に造作するプロトコルの確立を目指している。この
際、「脳」と「全脳血管」が“人体を精緻に模擬すること”を重視している。同シリコン瘤は着脱式で造
作されるため、患者は同シリコン瘤を手に取ることで「脳動脈瘤の進行程度」を容易に理解出来る。

【効果効能】 医師は本研究開発で造作する模型を利用して“術前試技”を実施出来る。患者は

脳動脈瘤の進行程度を、模型を手に取ることで容易に理解出来る。付随して、以下の効能効果を
期待できる。

《医師・患者》
★【安心】 模型を用いて手術前に予行練習をする事で医師が安心して手術に臨むことが出来る。
★【理解】 医師が患者に、手術の安全性や危険性をわかりやすく伝えることが出来る。
★【納得：１】 患者が家庭で、“医師の説明”を明確に家族に伝えることが出来る。
★【納得：２】 患者が自らの病態の理解を深めることで、選択した治療法の良し悪しを納得出来る。

《人間ドッグ受診者の方々》
★【観察】 血管性状・形状の経年変化を観察することで、くも膜下出血発症者数が低減する。

【市場性】 脳動脈保有者は国内だけで350万人と推定される。国内外の脳ドッグ受診者への展開
が期待出来る。
【開発における課題】 コストカットした安価な造作材料の選定及び高精緻造作のプロトコル開発
【希望する企業連携の内容】 共同開発

対象疾患：脳動脈瘤
特許情報：国内出願済み（4件）・PCT出願（2024年までに4件）
技術の特徴：脳動脈瘤を含む全脳血管と脳を合体させた頭部シリコン模型
市場性、開発における課題：コストカットした安価な造作材料の選定及び高精緻造作のプロトコル開発
希望する企業連携の内容：共同開発

図３：AI推定結果を描画し

たシリコン瘤（全体径：1
㎝・瘤径：4mm）

図２：頭蓋骨開口部から見える

シリコン瘤図１：「頭部模型」及び「脳血管模型」


